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要旨 

第 1 章 はじめに 

日本でビジネス活動を行う外国人ビジネスパーソンの中、中国人ビジネスパーソン（以下：CB）は

人数において大きな割合を占めている。CB はビジネス活動や普段の生活上、日本社会の常識や

文化との接触が非常に多く、接触できる範囲も比較的に広いため、多様性を持つパーソナルネット

ワークを構築・維持する可能性も大きい。CBの学習実態を把握することは難しいが、CBが実際の

接触場面におけるインターアクションを調査研究することは実行できる。本研究は先行研究を参考

し、CBの社会文化能力に焦点を合わせ、彼らが日本社会とどのように関りを持ち、すなわちどのよ

うなネットワークを構築して生活しているかという視点で調査、研究を行う。 

 

第 2 章 日本在住中国人ビジネスパーソン概況 

本章はCBの概観を紹介するうえ、CBを元留学生と留学未経験者の二種類に区別し、CBの特

徴や彼らについてのこれまで研究を紹介する。 

 

第 3 章 調査概要 

本研究の調査対象者は首都圏に在住している CB（男性 5名、女性 1名）である。データの分析

と考察はネウストプニー(1997a)の「ネットワークのレイアウト」及び、村岡（2006）と加藤（2010）の

社会文化管理の理論とプロセスの二つの理論的枠組みに沿って行う。 

 

第 4 章 調査結果と分析 

調査の結果、ネットワークに関して、対象者 6 名はビジネスネットワークとプライベートネットワーク

の二種類のネットワークを持っている。ビジネスネットワークは対象者がビジネス活動にかかわる人

間との間で構築したネットワークである。プライベートネットワークは、対象者がビジネス活動以外の

プライベートタイムで、自身のビジネス活動と無関係な人間との間で構築したネットワークである。

二種類のネットワークにおいて、対象者は多種多様な接触場面にてインターアクションの経験を積

み重ね、日本社会に対する認識を深めている。 

 

第 5 章 総合的考察 

分析考察の結果、ビジネスネットワークは「集団規範」(野元 2007)に制約をかけられるが、安定

的に存続する可能性も大きい。対してプライベートネットワークは「集団規範」による制約が存在し

ない一方、存続も不安定である。また、多様性を持つネットワークにおける対象者の社会文化管理

は単純に母文化や相手文化の規範を参照したものでなく、過去のインターアクション体験の積み

重ねからくる複合的なものであることが分かった。対象者のネットワークの効果と彼らの社会文化能

力は相互に影響し合い、連続的な輪を形成している。 

 

第 6 章 おわりに 

CB のネットワークとネットワーク内インターアクションの事例データの分析から、CB のネットワーク

の管理実態を CB自身の声によって把握したうえで、ネットワーク理論と社会文化管理理論の立場

からネットワークの管理過程をつまびらかにし、新たな分析視座を示す。また、研究結果に基づい

て、ビジネス日本語教育現場についての考えを示し、今後の研究に方向を提案した。 
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